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Ⅰ 改定の背景                   a 

 

 本町では、平成１９年５月に職員の意欲や能力・専門性の向上を目指した人材育成

と、職員一人ひとりが自己啓発を促進し個々の能力を高めるために「鏡野町人材育成

基本方針」を策定し、体系的・計画的に職員の能力開発等に取り組んできました。 

 策定から１０年以上が経過する中、人口減少・少子高齢化社会の本格的な到来は、

経済の成長はもとより、医療や介護などの社会保障制度、子育てのあり方、地域コミ

ュニティの維持など、社会全般にわたり大きな影響を与え、わが国のこれまでの社会

経済の仕組みを大きく転換させていく必要性が生じています。 

 こうした社会状況の変化や、多様化・高度化する町民ニーズに応えながら、人口減

少をゆるやかなものにしていき、将来にわたって持続的に発展していける鏡野町を次

世代につないでいくため、町民がいきいきと豊かに暮らせるまちの実現を目指してい

くことが求められています。 

鏡野町において、厳しい財政状況を克服し、今後さらに多様化する行政サービスの

提供に努め、個性的で活力ある地域社会を構築するためには、行政組織の活性化をは

かり、効率的で質の高い行政組織に改革改善するべく、職員の意欲や能力・専門性の

向上を目指した人材育成を行い、人材の最大有効活用をすることが重要です。  

そのためには、鏡野町第２次総合計画後期基本計画に掲げる「鏡野町が持続的に発

展していく」まちづくりに取り組むとともに、職員一人ひとりが自己啓発を促進し、

個々の能力を高め、また、組織目標を的確に把握し、力を合わせ最大の業績を上げる

よう努力することが求められます。 

こうしたことから、各種施策の具体化を進め、順次実施していくことにより、職員

の意識・能力の向上及び組織の活性化を図り、さらなる町民サービスの向上に努める

ため、新たな人材育成基本方針を策定します。 
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Ⅱ 目指すべき職員像                a 

 

時代の変化とともに住民ニーズが多様化しており、職員に求められる内容は高度で

専門的な要素が増えています。多様化する住民ニーズに対応しつつ、業務を遂行する

ことがこれからの職員には求められます。 

これからの地方自治を担う職員に期待されることと現状にギャップがある場合、そ

れを解消していくことが求められます。職員の能力を高め、あるべき姿に近づけてい

くためにも、人材育成は欠かせません。 

このような観点から、「目指すべき職員像」を次のとおりとしました。 

 

広い視野で総合的に判断・行動ができる職員 

職務遂行にあたっては、職員の個々の能力を組織の力として集約することが必要で

あり、職位・職責に応じて、先見性、知的能力、対人能力、管理能力など総合的に発

揮できる職員 

 

町民との連携・協働ができる職員 

時代の変化や町民ニーズを感じ取り、新しい鏡野町を町民と協働して創造できる知

恵をもった職員 

 

誠実・公正で町民から信頼される職員 

職務に必要な知識や技術を習得した誠実な対応ができ、誰に対しても偏りなく平等

であり、町民の立場に立って、誠意をもって接することのできる職員 

 

意識・意欲のある職員 

職員は、町民の信託を受けてサービスを提供することが使命であり、常に向上心を

持ち、地域を「より良くする」意欲を持った職員 

 

コスト感覚をもった職員 

 町民の安定した生活を守るための町財政であるという信念を持ち、限られた資源の

中でより効率よく、効果のある方法を検討できる職員 
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Ⅲ 職員に期待される能力              a 

 

職員一人ひとりが、自己の能力と態度・姿勢を正しく認識し、積極的に研修の機会

を利用するなどして、能力向上に努めることが必要です。職位ごとに期待される能力

と態度・姿勢を次のとおり示します。 

 

主事･主任 
  

  

 

 

 

入庁して主

幹級の職位

に昇任する

までの期間

は、状況を

判断し柔軟

に対応する

能力、担当

する業務を

確実に遂行

する能力、

コミュニケ

ーション能

力などの基

礎的能力や

技術力を身

に付ける時

期です。 

理解・判断力 ・状況を把握し、適切に対応する

能力 

職務遂行力 ・職務に必要な知識、技術を活用

し正確、柔軟に仕事を進める能力

計画・改善・工夫力 ・常に問題意識を持ち、創意・工

夫により、より良い手法を提言・

実現する能力 

コミュニケーション

力 

・意思、感情、情報や知識等を伝

えあい共有することで、対人関係

を円滑にすすめる能力 

責任感 ・自分の職責を自覚し、最後まで

やり遂げようとする姿勢 

積極性 ・常に向上心を持ち、意欲的に取

り組む態度 

協力・協調性 ・住民や職員相互の和を図り､目

標の実現に向けて取り組む姿勢 

主幹 
 

 

 

 

 

 

主幹級職員

は、立場や

状況に応じ

た適切な判

断や高度な

職務遂行能

力、折衝・

調整力など

様々な能力

や技術が求

められるた

め、人材育

成において

は重要な職

位と言えま

す。 

折衝・調整力 ・組織としての考え方、意図を理

解し、立場や意見の異なる相手に

伝え、説得し、納得させる能力 

理解・判断力 ・状況を把握し、適切に対応する

能力 

職務遂行力 ・職務に必要な知識、技術を活用

し正確、柔軟に仕事を進める能力

計画・改善・工夫力 ・常に問題意識を持ち、創意・工

夫により、より良い手法を提言・

実現する能力 

コミュニケーション

力 

・意思、感情、情報や知識等を伝

えあい共有することで、対人関係

を円滑にすすめる能力 

責任感 ・自分の職責を自覚し、最後まで

やり遂げようとする姿勢 
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積極性 ・常に向上心を持ち、意欲的に取

り組む態度 

協力・協調性 ・住民や職員相互の和を図り､目

標の実現に向けて取り組む姿勢 

課長代理･
補佐 
 

 

 

 

管理職とし

ての総合的

な広い視野

を持ち、部

下を指導す

る能力をは

じめ、企画

立案や上司

のサポート

役として意

思決定に関

わる高度な

能力が要求

されます。 

企画・計画力 ・目標に向かって、仕事の進め方

を良くするために持つべき能力 

指導・育成力 ・部下の業務資質向上、自己啓発

に適切な助言を行う能力 

折衝・調整力 ・組織としての考え方、意図を理

解し、立場や意見の異なる相手に

伝え、説得し、納得させる能力 

判断力 ・状況を把握し、適切な決定が行

える能力 

実行力 ・業務を創意工夫して、実現のた

めに行動する能力 

コミュニケーション

力 

・意思、感情、情報や知識等を伝

えあい共有することで、対人関係

を円滑にすすめる能力 

責任感 ・自分の職責を自覚し、最後まで

やり遂げようとする姿勢 

リーダーシップ ・目的達成に向けて部下をまと

め、リードしていく姿勢 

経営意識 ・効率的な経営を行い、最小のコ

ストで最大の効果を上げようとす

る意識 

課長 
 

 

課内の方向

性を示す重

要な立場で

あり、総合

的で広い視

野を持ち、

的確な事業

評価や意思

決定力が必

要とされま

す。また、

部下の能力

を的確に評

価するとと

企画・計画力 ・目標に向かって、仕事の進め方

を良くするために持つべき能力 

指導・育成力 ・部下の業務資質向上、自己啓発

に適切な助言を行う能力 

折衝・調整力 ・組織としての考え方、意図を理

解し、立場や意見の異なる相手に

伝え、説得し、納得させる能力 

判断力 ・状況を把握し、適切な決定が行

える能力 

実行力 ・業務を創意工夫して、実現のた

めに行動する能力 
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もに、その

評価に応じ

た指導がで

きる高度な

指導能力も

要求されま

す。 

コミュニケーション

力 

・意思、感情、情報や知識等を伝

え合い共有することで、対人関係

を円滑にすすめる能力 

責任感 ・自分の職責を自覚し、最後まで

やり遂げようとする姿勢 

リーダーシップ ・目的達成に向けて部下をまと

め、リードしていく姿勢 

経営意識 ・効率的な経営を行い、最小のコ

ストで最大の効果を上げようとす

る意識 
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Ⅳ 人材育成の取り組み               a 

 

（１）能力と意欲を高める研修 

 

 求められる役割・能力を身につけるため、研修制度の充実を図るとともに自己啓発

を推奨し、積極的な人材育成に取り組みます。 

 

① 自己啓発の推進 

自己啓発とは、職員が自分に必要な知識や能力について、自ら認識し自らの意思

を持って能力の向上を目指して学習することであり、職員の能力開発を進めて行く

うえで最も基本的なことと言えます。 

そこで、能力開発に自ら取り組む職員の意欲を尊重し、主体的に行う自己啓発活

動に対する支援等を充実させる必要があります。 

 

▽具体的な取り組み 

○自己啓発・自主研修を支援する職場風土の醸成 

○ｅラーニング研修の充実と活用 

○新規事業・事業改善の提案 

 

② 職場内研修（OJT）の推進 

職場研修とは、職場を通じて行われる研修のことで、上司や先輩が事務事業を遂行

しながら、報告や指示、助言等の機会を捉えて、その事務事業に必要な情報や経験等

を計画的に教えることです。 

このことは、職員の能力開発にとって最も重要であることを認識し、事務事業遂行

における目標設定を明確にした人事評価制度と併せた、効果的な人材育成を行う必要

があります。 

 

▽具体的な取り組み 

○各種集合研修、メンター制度の充実 

○会計年度任用職員等を含めた研修の実施 
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③ 職場外研修（OFF JT）の推進 

職場外研修とは、本来の職務から離れて行われる研修であることから、一定期間集

中的に行うことが可能であり、職務を遂行する上で必要な知識・技術を体系的に計画

することができ、能力開発に最も効果的であります。 

また、他市町村等の職員と交流することにより、相互に啓発し合う機会としても重

要です。 

 

▽具体的な取り組み 

○岡山県市町村振興協会研修センターへの派遣 

○専門研修機関等への派遣（市町村職員中央研修所、全国市町村国際文化研修所、

岡山県建設技術センター等） 

 

（２）能力と意欲を引き出す人事管理 

 

 職員の向上心と自己啓発につながる適材適所の人事配置と、評価基準を明らかにし

た公平・公正な人事評価制度の運営に取り組みます。 

 

① 人事評価制度の運用 

職員の能力や意欲を高めて組織の活性化を図るために、日頃の業務を通じて発揮さ

れた職員の能力や業績を客観的に公平公正に評価する「人事評価制度」の適切な運用

に取り組みます。 

面談や評価を通して職員の育成・自己啓発の促進を図り、適材適所の人事配置や、

やりがい・達成感の実現を目指しています。また、頑張った職員や高い能力を発揮し

た職員が報われる環境にするため、評価に基づいた処遇を実施します。 

 

◇能力評価◇ 

 職務遂行の過程において、どういう姿勢や態度で臨み、どんな思考をして、どうい

う行動を起こしたかなどを能力評価項目の着眼点に照らし評価します。 

◇業績評価◇ 

 あらかじめ設定した目標に対する結果を評価します。目標管理の手法を活用して、

重点的に取り組んだ仕事の目標達成度や、担当業務の実績により評価します。 
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▽具体的な取り組み 

○人事評価制度の運用・点検・見直し 

○定期的な人事評価研修の実施（職員の理解度向上） 

 

② 職員の能力・意欲を反映した人事配置 

行財政環境が厳しい中、限られた人員で、町民の満足度の高い行政サービスを提供

していくためには、職員一人ひとりが自己の能力を最大限発揮することが重要です。 

このため、職員の能力や適性、意欲などを活かした人事配置を実施し、職員の能力

開発や能力活用に努める必要があります。 

 

▽具体的な取り組み 

○意向希望調査の活用（適材適所の人事配置） 

○育成型人事ローテーションの推進 

採用後１０年に満たない職員は様々な仕事を経験することで仕事の視野を広げ、町

民の声に耳を傾けることの大切さを肌で感じることが重要です。バランス感覚ある職

員を育成するため、個人の年齢や経験などを踏まえた上で、異なる分野を経験できる

ような人事ローテーションを実施します。 

さらに、課内においても人材育成ということを常に考慮し、職員一人ひとりを様々

な業務に従事させ、個々の能力の向上を図るべく、担当業務のローテーションに努め

ます。 

 

③ 再任用職員の積極的な活用 

これまでの公務で培った経験や技術を活用し、知識やノウハウを組織内で継承し

て、事務・事業の適正な執行と円滑な遂行と次代を担う若年層の育成を行うため、適

切な任用を行います。 

さらに、定年延長制度についても、国の動向や地方公務員制度の見直し等の状況を

注視しながら検討していきます。 
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（３）職員の能力と組織の力を伸ばす職場の環境づくり 

 

 職場内コミュニケーションの活性化を図り、職員の働く意欲と創意工夫を引き出

し、意識改革と業務改善を促進させる職場づくりに努めます。 

 会計年度任用職員を含む全職員について、適切な労務管理等を実施し「働き方改

革」による効率的な公務を実現します。 

 

① 一般職員の役割  

職員は、常に学ぶ意欲と問題意識をもって仕事に取り組むとともに、よりよい組織

づくりの醸成に取り組まなければなりません。「目指すべき職員像」の実現に向け、

自己啓発に努めるとともに、その成果を十分に発揮するため、日頃から健康管理に努

めなくてはなりません。 

 

◇業務の向上意欲 

担当する業務に対し意欲と関心を持ち、研究、調査、改善などに心がけ、業務改善

等の向上に努めることが重要です。 

◇自己啓発意欲 

研修に積極的に参加するとともに、自らの能力開発を常日頃から積極的に取り組む

必要があります。 

◇自己の健康管理 

自らの能力を十分に発揮するためには、心身ともに健康であることが必要です。ス

トレスチェックを活用し、自分の健康は自分で守ることを基本として、日頃から自己

の健康管理に努めることが大切です。 

 

② 管理職の役割 

管理職は、人材育成を推進する上で自分の役割の重要性を十分認識し、公私にわた

り常に部下の能力向上のために効果的な手法を考えながら育成に取り組まなければな

りません。同時に、日頃から職員との意思疎通を密にし、職員が能力・意欲を十分に

発揮できる風通しのよい職場環境づくりに努めなくてはなりません。 
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◇管理職としての言動 

管理職は、町政の理念や組織運営方針を理解し、組織内の目標に向かって行動し、

部下の模範となるよう努めなければなりません。 

◇風通しの良い職場環境づくり 

職員の能力開発にとって職場環境は大変重要な要素であることから、管理職は、誰

もが働きやすい職場環境づくりを推進することが大切です。 

そのため、日頃から職員との意思疎通を密にし、職員が能力・意欲を十分発揮でき

る風通しの良い職場環境づくりに努める必要があります。 

◇部下の能力開発と育成指導 

業務を通じて日頃から職員を育成指導することは、職員の能力開発にとって大きな

意味をもちます。管理職は、職員の能力開発・能力活用の観点から事務分担を決定す

ることや、今伸ばすべき能力を見極めて、職員に対して的確に指導助言を行う必要が

あります。 

◇職員の心身両面の健康管理 

職員が心身両面にわたる健康を保持していくためには、日頃の健康管理が重要で

す。管理職はメンタルヘルスの理解を深め、職場の悩みやストレスを抱える職員の早

期発見に努めます。 

 

③ 人事部門の役割 

人事部門は人材育成を推進させていくために、職員の努力と職場の積極的な取組み

に対しバックアップするなど総合的な調整機能が必要となります。職員の意識や職場

の実態がどのような状況にあるのかを把握するとともに、能力に応じた公正・公平な

人事管理制度の見直しに努めなければなりません。 

また、「目指すべき職員像」の実現のためには、常に町民から信頼される職員であ

るよう、職員倫理の確立のための周知啓発に取り組む必要があります。 

 

④ ハラスメント対策 

各種ハラスメントの防止に向けて、定期的なハラスメント防止研修の実施により意

識啓発を行い、ハラスメントに対する正しい理解を深めるとともに、ハラスメントの

防止等に関する規程に基づき、必要かつ適切な措置を講じます。 

また、ハラスメント相談員を配置し、ハラスメントによる苦情や相談に応じる体制

の充実に取り組み、速やかに相談できる環境づくりに努めます。  


